
 



≦≦≦≦≦ お 知 ら せ ≧≧≧≧≧≧ 

ＪＨ１ＷＧＰ 

  

★ 役員会のお知らせ 

 下記日程で役員会を行いますので役員各局は忘れないよう参加をお願いいたし

ます。 

 日時 2 月 14 日 午後 7 時 

 場所 ニ中地区公民館 

 

 

★ クラブ総会及び土浦レピータ管理団体総会のお知らせ 

 

 3 月 22 日午後 1 時よりニ中地区公民館にて土浦アマチュア無線クラブ総会を行

います。多数参加されますよう御願いいたします。 

 尚、同日総会終了後午後 3 時からＪＲ１ＶＧの総会も開催いたします。 

 

 

★ 県西地区交流会のお知らせ 

 

古河クラブ主催により古河市三和公民館にてＣＷ講習会が行われます。 

詳細は、ＪＡＲＬ茨城県支部ＨＰをご覧下さい。 

 日時 平成 21 年 2 月 22 日（日）9 時３０分から 16 時 30 分 

 場所 古河市三和公民館 

 講習内容 ＣＷ交信実習、エコーリンク、Ｄ-ＳＴＡＲ解説、使い方 

 

 

★ ＡＲＤＦ審判員講習会のお知らせ 

 

茨城県支部では、ＡＲＤＦ審判員資格を取得・復活するための講習会を予定し

ています。詳細は後日お知らせとなります。 

今年の１０月２４日２５日に茨城県支部が主体となりＡＲＤＦの全国大会があ

ります。土浦クラブも手伝いが発生しそうです。出来るだけ皆さん資格を持って

お手伝いができるようにしましょう。 

 

概要 日時：2009 年 3 月 15 日 午後 

    場所： 水戸市 

    対象： B 級資格取得希望者、資格復活希望者 

    費用： 受講料無料 テキスト代 1000 円 申請手数料 1000 えん 

    申込： 3 月 1 5 日まで 

             「講習時間は約４時間位です」（休憩 20 分含む） 

 

 

 



★ 新春恒例ボーリング大会行われる 

去る 1 月２５日（日）大学ボールにてクラブ恒例行事の新春ボーリング大会が

行われました。今年は、当初少ない人数かと心配しましたが見学者含め２９名と

大変賑やかで楽しいボーリングとなりました。 

成績は、優勝ＪＳ１ＶＰＹ大関さん：初めての優勝だそうです。 二位ＪＥ１

ＲＬＫ（田中さん） 三位７Ｋ４ＩＩＪ（鎌田さん） ４位ＪＯ１ＬＥＡ ５位

ＪＬ１ＬＬＭ ６位からの順位は次の通りです。ＪＡ１ＰＭＳ、ＪＥ１ＯＯＮ、

ＪＲ１ＣＣＰ、ＪＧ１ＴＰＷ、ＪＡ１ＣＣＮ、ＪＱ１ＱＭＵ、ＪＧ１ＪＬＵ、Ｊ

Ｆ１ＫＺＤ、ＪＮ１ＶＶＥ、ＪＡ１ＩＯＡ、ＪＧ１ＨＪＶ、ＪＡ１ＥＨＱ、ＪＡ

１ＢＮＨ、７Ｋ４ＩＩＪ／ＸＹＬユクミさん、ＪＨ１ＷＧＰ、ＪＩ１ＡＧＶ、Ｊ

Ａ１ＡＺＱ、ＪＦ１ＭＣＦ、ＪＨ１ＨＪＶ／Ｊｒマサヒロ君、ＪＥ１ＯＯＮ／Ｊ

ｒマユさん。見学者は、ＪＧ１ＯＳＸ・ＪＥ１ＳＷＯ、ＪＧ１ＪＧＡ、ＪＮ１Ｎ

ＶＳ。 

次回は 9 月のナイトボーリングの予定です。多数参加のほど宜しくお願いします。 

尚、今回もＪＦ１ＫＺＤ池田さんから賞品を頂きました。ありがとう御座いま

した。 

 

大会前の会長挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

かっこいっすね              ゆったり気分で 



           参加者のみなさん 

 

  

 

 

（中央）優勝大関さん 

（右）２位田中さん 

（左）３位鎌田さん 

 

 

 

 

 

 

 

     池田さんの賞品をゲットし 

     た沖田さん 

 

 

 

 

 



 



次号予告 2009 年 3 月号土浦アマチュア無線クラブﾆｭｰｽ 

 

 

来月 3 月号は、４00 号記念誌となります。 

 

 

当クラブは、来月 3 号で 400 号を迎えます。多くの皆さんから原稿を頂きありが

とう御座いました。お蔭様でクラブ会報始まって以来の豪華な特集号となりそう

です。乞うご期待ください！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クラブ各局２０余名の記事３０数ページに及びます。 

 

 

 

 

創刊４００号によせて 

土浦アマチュア無線クラブ 

会 長 JO1LEA 松 澤 由 幸 

土浦アマチュア無線クラブの会報４００号創刊おめでとうござい 

クラブ会報 400 号記念をお祝いして 

(社)日本アマチュア無線連盟 

会長 JA1AN 原 昌三 

このたび、土浦アマチュア無線クラブの会報が幾多の歴 



 

★ ＪＡ１ＰＢＶ伊藤さんトルコへ行く       ＪＨ１ＷＧＰ 大木 武 

このほど伊藤さんが一月号に記載された予定通り一月七日成田からモスクワ経由

でトルコの旅に出発しました。現地の様子はクラブＨＰに現地からアップロードされ、

さすが伊藤さんです。トルコのハム仲間達とも楽しんだようです。また現地から電波

がでたようですがコンデションが良くなくＪＡ１ＰＭＳ局がＱＳＯ（１/２０現在）出

来たのみでした。帰国の２月中旬までチャンスはあるでしょう。 

 

 尚、ＨＰで伊藤さんがトルコではケバブが朝も晩も食べるとありましたので早速 

ケバブを食べてきましたよ。ケバブとは、肉類をローストして調理する料理だそうで

す。私が食べたのは、ドネルケバブと言われる物で積層した肉を水平に回転させなが

ら炭火（電熱器）であぶった肉をナイフで削り、削った肉と野菜と一緒にパンに挟み

込むサンドイッチのようなものです。タマタマ仕事で上京した機会があったのでＪＲ

秋葉原駅近くの屋台、トルコ料理ファーストフードで“ドネルケバブサンド”を食べ

ました。並んだのは若者ばかり、売り手は本国トルコ人、トルコに行ったつもりの味

は、まあまあでした。 

以上

 



2009 年 1 月 25 日 

トルコ旅行（第一回） 

JA1PBV 伊藤 寧夫 

ネパール、韓国と旅をした友から、「トルコに行かないか」と連絡が来た。 

かねてから一度は行こうと思っていたので、すぐに OK をだした。前回は、私がチケット

を手配したので、今回は友が手配することに、、、 

1 月 7 日、家から QYM の車で土浦駅まで。WMN 局の見送りを受けて、成田へのバスに

乗る。学園、ひたちのうしく駅、龍ヶ崎を経由して空港第一ターミナルに着く。 

友は藤代から電車ですでに到着。チェックインの順番を確保していた。私の荷物の一部を

彼に預け、チェックイン。何せ、私は無線機＋アンテナを持っているので重い！！！！ 

何時もよりは軽くしたはずが、トランクは 20Kg 丁度。ザックは 7Kg、PC バッグは

5Kg、彼に頼んだアンテナ類は 5Ｋg 程度、合計 37Kg。チェックインした荷物は、二人

分で 36Kg、難なく Pass した。 

安いチケットなので、11 時間をかけモスクワ経由。17 時間の乗り継ぎ待ちがある。前

回、ネパールに行ったときのデリーでの待ち時間と同じくらいだ。 

予定通り、モスクワに着く。外は雪。トルコ行きのチケットを発券して貰ったが、乗機ゲ

ートがまだ未定。どこで待ったらよいか、うろうろ。だんだん人気が無くなって来ると椅

子に空きが出てきたので、横になる。多少は寝ておかないと。 

朝になり、やっとゲートが決まったと思ったら、ベトナム行きに変更になってしまった。

慌てて案内を探す。１０番ゲートからバスに乗り、機内へ。空港は一面、雪。凍結状態み

たい。 

3 時間の空の旅。イスタンブール空港に降りる。ところが荷物が出てこない。友が交渉す

るも、待てとばかり。さらに交渉した結果、前の日

に着いていたのだ。昨日の便では、多くの団体がト

ルコ行きのツアーで埋まっていた。そのツアーは、

モスクワでの乗換えをすぐにしたので、その連中の

バックと一緒に早く着いたのだ。 

バスで市内に、ホテルを探すことに、何せ航空券し

か持ってないのだ。最初に見つけたホテルに決める。 

ALBTROS HOTEL 中心へは歩いて 5 分くらい。アンテナを張る環境ではないが、ここ

では次の移動地を見つけることと、TA1E Aziz に会えれば良い。彼のアドバイスを貰い、

旅の計画を立てよう。HAM 仲間は、どこに行っても親切だし、すぐに友達感覚になれる。

この趣味を持って、何時もの事ながら、有り難い。 

市内観光を徒歩、電車で行う。そして、TA1EAziz 

と会う。彼に昼食をご馳走になり、彼の所属するク

ラブの部屋に連れて行ってもらう。沢山の HAM が

集まっていた。諸々の話と旅の相談、行き先での

HAM を紹介してもらう。彼らのシャック（クラブ

ハウス）は三階にある。3.5ＭＨz を始めとするロー

バンドのアンテナがあがっていた。無線機を持って

いかなかったので、運用はできなかった。帰る前に

アンテナを借りて運用しよう。 



パソコンの基礎の基礎（第４４回） 

 今回は、今ちまたを賑わしている５万円以下で購入できるノートパソコンにつ

いて。 

 一昨年の末に突然発売されたノートＰＣ。サイズはＢ５サイズよりさらに小さ

く、液晶画面は７インチで 1024×600 ドット表示。ハードディスクではなく、メ

モリーの一種のＳＳＤを搭載しＯＳは WindowsＸＰ。１回の充電で４～６時間も動

く。それでいて定価がなんと 59800 円と言う破格の値段。EeeＰＣと言う名前で、

台湾アスーステックより発売されました。 

 当初は、販売前は、安かろう－悪かろうのイメージが強かったのですが、CPU

のクロック周波数もそこそこ有り、ＸＰを動かすには十分なメモリーを備えてい

た為、【ちょっとメール】や【ちょっとネット】などのセカンドＰＣとして必要

十分な条件で有ったため、またたくまに浸透し、発売後すぐに売り切れ続出にな

りました。他のメーカーでも同形状のノートＰＣの販売が始まりました。いわえ

るミニノートと呼ばれるジャンルが出来ました。その後、スペック及び価格の競

争が始まり、安いこともあいまって、現在ではノートＰＣ市場の１／３近くまで

シェアを伸ばしています。値段も、定価で４９８００円の物も登場しました。 

 ミニノートは、なぜこのように安く出来るのでしょうか。原因はＣＰＵ及びそ

れを動作させるチップセットに有ります。ほとんどのミニノートはインテル製の

Atom と呼ばれる超低価格ＣＰＵを搭載しています。このＣＰＵの本来の使用目的

はパソコンではなく、携帯端末やその派生ジャンルだったようです。クロックは

1.6Ghz でお世辞にも早いとはいえませんが、調達コストが、通常の CPU と比べ非

常に安くまた低消費電力の為、バッテリーでの駆動時間が長く取れるだけではな

く、発熱も少なくて済むので、無駄な放熱装置も不要になります。またマザーボ

ードも現在のマザーボードが８～１０層なのに比べ、６層にする事で製造コスト

を下げています。 

 ＣＰＵのスピードがネックとなるとおもいきや、動作の重い Vista ではなく、

WindowsＸＰを使用した事で、動作もさくさく、ＤＶＤ鑑賞も出来そうです。 

 欠点は、グラフィックがチップセット内蔵の為、1024×600 が限度な事。また液

晶サイズが８インチと小さい。ＳＤＤの容量が少ない。等色々有りますが、現在

は他メーカーから１０．１インチ液晶、果ては１２インチ液晶まで出ていますし、

駆動時間を犠牲にすれば、ＳＳＤでは無く、ＨＤＤ搭載のものも有りますので、

今後注目の製品ではないかと思います。 

 

－－以下未定号－－ 

                 ・・・・   By JL1LLM    Tatsuya 

 



 


